
（監査委員事務局：監査結果に関する措置状況の公表（定期監査）） 

監査委員公表第692号 

令和４年３月31日付け監査第932号で提出した定期監査の結果に関する報告に対し、大分

県知事、教育委員会教育長及び公安委員会委員長から、措置を講じた旨の通知があったの 

で、地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第14項の規定により次のとおり公表する。 

  令和４年８月 12 日 

大分県監査委員  長 谷 尾   雅   通  

大分県監査委員  長   野   恭   子  

大分県監査委員  鴛   海       豊  

大分県監査委員  戸   高   賢   史 

１ 指摘事項についての措置状況 

監査対象機関 監査実施日 監査結果の指摘事項及びその措置状況 

（教育庁及び教育機関） 

日田林工高等学校 令和３年10月７日 

令和３年10月29日 

指摘事項 

その他需用費の支出について、履行確認のう

え請求書を受理したにもかかわらず、かいの出

納閉鎖期日までに支出せず本庁で支払った結

果、請求の日から１５日を著しく超過している

事例が多数認められた。 

 

措置状況 

予算執行管理及び財務会計システムとの照合

による支出事務の管理を毎月複数の職員で行う

体制を整備した。また、法令遵守による支払い

遅延防止のための所属内研修を実施した。 

中津北高等学校 令和３年10月20日 指摘事項① 

 工事請負契約について、契約事務処理が遅延

したことから、適切な時期に支出負担行為をし

ないまま契約を締結し、また、支払遅延を回避

する目的で請求書の日付を改ざんした事例が認

められた。 

 

措置状況① 

エアコン取替工事であったため夏季に間に合

わせる必要があったが、事務引継ぎが不十分で

あり事業内容の共有ができていなかったことか

ら事務着手が遅れ、適切な時期に事務処理がで

きなかった。今後は事務引継ぎを確実に行い、

業務スケジュールを複数職員でチェック・共有

することにより適切な業務の進捗管理を実施し

事務処理の遅延防止を徹底する。 



 

指摘事項② 

 教室空調機取替工事に係る随意契約の締結に

ついて、複数の業者からそれぞれ見積書を徴す

ことなく、請負者に依頼して他者の見積書を提

出させた事例が認められた。 

 

措置状況② 

エアコン取替工事であったため夏季に間に合

わせる必要があったが、事業着手を急ぐあま

り、請負業者に他者の見積書を提出させた。今

後は、会計規則、契約事務規則などのルールを

厳守するとともに契約事務について校内にて研

修を実施する。また、主管課や土木事務所との

連携を密にし、適切な工事請負契約事務を行

う。 

佐伯支援学校 令和３年11月９日 

令和４年１月13日 

指摘事項 

公共料金の口座振替のための前渡資金預金口

座について、上下水道料の引落予定日を誤り残

高が不足することから正規の手続をとらずに職

員が不足額を立て替えて入金し、後日口座に振

り込まれた県費を出金した事例が認められた。 

 

措置状況 

公共料金の支払決定処理を失念していたこと

が原因であるため、今後は、公共料金等の定期

的な支払については漏れがないよう、事務処理

管理表による進捗チェックを複数職員で行うこ

ととした。また、条例や規則等に則った適正な

会計処理を行うよう事務室内で研修を行った。 

（警察本部） 

大分中央警察署 令和３年12月１日 指摘事項 

パソコン（リース物品）を損傷させたことに

より、県に損害を生じさせた事例が複数認めら

れた。 

 

措置状況 

幹部会議において損傷事案の発生原因等につ

いて情報共有の上、署員に対して、パソコンの

修理は長期間を要し、使用できない期間が長け

れば、それだけ業務に与える影響が大きいこと

を肝に銘じるよう、周知・指示を繰り返し行



い、再発防止の徹底を図った。 

今後も引き続き、定例会等のあらゆる機会を

通じて、物品の適正管理と損傷事案の防止、精

密機器を使用する際の基本事項の徹底につい

て、指導、教育に取り組む。 

２ 注意事項についての措置状況 

監査対象機関 監査実施日 監査結果の注意事項及びその措置状況 

（知事部局・福祉保健部） 

東部保健所 令和３年12月６日 注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

 事故発生後速やかに本人及び所内全職員に対

し、注意喚起と事故防止のための声かけを実施

した。 

 今後とも、日頃から交通事故防止の呼びかけ

や安全運転指導を徹底するとともに、交通安全

講習会の開催等により安全運転に対する意識を

高める。 

中部保健所 令和３年12月10日 注意事項 

現金出納事務について、領収した現金を会計

規則に定められた期間を超えて指定金融機関等

に払い込んでいる事例が認められた。 

 

措置状況 

 複数の職員で手数料の入金額と領収金額を確

認するようにした。 

 今後は、チェック体制の強化を通じて現金出

納事務の適正な処理を徹底していく。 

西部保健所 

 

令和３年12月17日 注意事項① 

現金出納事務について、領収した現金を会計

規則に定められた期間を超えて指定金融機関等

に払い込んでいる事例が認められた。 

 

措置状況① 

 今後は、金融機関への払込みは１名で行わ

ず、日ごとに担当を定め、複数名で確認して行

うようにして、互いにチェックすることで払込

漏れを防止する。 

 



注意事項② 

郵券証紙類の管理について、数日分の使用実

績をまとめて郵券証紙類受払簿に記帳し、ま

た、令和２年度分の受払簿に所属長及び物品出

納員の決裁印や使用職員の受領印が長期間にわ

たり押印されていないなどの事例が認められ

た。 

 

措置状況② 

 今後は、切手を使用した当日の内に郵券証紙

類受払簿へ記入し、物品出納員の決裁を得ると

ともに、毎月末の所属長供覧を徹底する。 

 

注意事項③ 

生活保護費返還金について、前年度と比較し

て、収入未済額が増加し収納率も低下してお

り、また、その額は依然として多額なことが認

められた。 

 

措置状況③ 

 今後は、年金や就労所得などを適期に申告す

るよう指導し新たな未収金の発生防止に努める

とともに、令和２年度に発生した大口事案や継

続の返還対象者については、一括回収が困難な

ため、分割納付に応じるよう今後とも粘強く納

付指導を行っていく。 

北部保健所 令和３年12月２日 注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

交通事故防止と安全運転の励行について、改

めて所内会議や訓示により職員に徹底した。 

今後も引続き、職員に対して、交通安全講習

等への参加などを通じて、更なる安全運転意識

の醸成を図り、交通事故の再発防止に努める。 

こども・女性相談

支援センター 

令和３年９月17日 

令和３年10月19日 

注意事項① 

直払品調達について、１件の契約における支

出見込額が大分県用品取扱規則に定める金額を

超えているにもかかわらず､用度管財課を通さ

ずに契約を行っていた事例が２件認められた。 



 

措置状況① 

職員の大分県用品取扱規則の認識不足及び根

拠の確認を怠ったことにより、所定の事務手続

きを経ず調達を行ったことから、会計・物品調

達等の事務知識を修得するため、会計研修等に

積極的に参加するとともに、根拠の確認や複数

人でのチェックの徹底に努めるようにした。 

 

注意事項② 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況② 

事故後、全職員に対して、当該事案を周知す

るとともに、交通事故防止の各種通知等を再度

周知し安全確認を徹底するよう指示した。  

  また、毎年全職員を対象に交通安全について

の研修を実施している。  

  今回の監査での指摘も踏まえ、毎週実施して

いる職員会議においても、改めて安全運転の徹

底を促したところである。 

今後も、常に交通安全意識を喚起し、安全運

転を励行する。 

（知事部局・商工観光労働部） 

大分県立工科短期

大学校 

令和３年10月26日 

令和３年11月25日 

注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

再発防止策として、事故当事者を含めて、若

手職員を中心とした交通安全研修会を実施し

た。 

 また、校内全職員に対しても、職員会議など

を通じて、交通安全の徹底を常に呼びかけてい

る。 

大分高等技術専門

校 

令和３年11月29日 

令和４年１月20日 

注意事項 

会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償につ

いて、通勤経路の認定を誤り過大に支給してい

る事例が認められた。 

 



措置状況 

人事課に確認の上、それぞれの認定時に遡っ

て最短の経路で認定し直すとともに、３年度分

に限り返納処理した。 

一般的に利用する経路について正しい認識に

基づき経路の確認を行い、適正な事務処理の徹

底に努める。 

日田高等技術専門

校 

令和３年９月27日 注意事項 

クレーン付き公用車の運転操作を誤り、庁舎

の一部を破損させたことにより､県に損害を生

じさせた事例が認められた｡ 

 

措置状況 

事故発生後は、下記の対策を講じることによ

り、再発防止を図ることとしている。 

（１）荷物を荷台に固定できないことが予想さ

れる場合は荷締め機を持参して荷物を運搬

し、クレーンの使用は荷物の積卸しに限

り、運搬時の荷物固定には使用しないもの

とする。 

（２）校内を自動車で通行するときは徐行し、

渡り廊下前で一時停車して安全を確認して

慎重に通行する。 

（知事部局・農林水産部） 

農林水産研究指導

センター水産研究

部北部水産グルー

プ 

令和３年10月14日 注意事項 

新規に購入した魚養殖用ＬＥＤについて、コ

ントローラーと電灯部分を接続した際、配線を

誤りコントローラーが破損したことにより、県

に損害を生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

 今後は、物品を購入した際は、取扱説明書や

マニュアル等を熟読し十分に理解した上で使用

するよう職員に対し注意喚起を行い再発防止に

努める。 

（知事部局・土木建築部） 

玉来ダム建設事務

所 

令和３年９月10日 

令和３年10月18日 

注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 



 全職員に対し、交通法令の遵守及び交通事故

防止について再度注意喚起するとともに、交通

安全研修を実施し、安全確認に対する意識を高

めるよう取組を行った。併せて毎週実施してい

る会議においても交通事故防止の周知を図っ

た。 

 今後も引続き会議等での事故防止策の指導や

注意喚起を行い、交通安全意識の高揚を図り、

交通事故再発防止に努める。 

（教育庁及び教育機関） 

竹田教育事務所 令和３年９月８日

から９月９日まで 

注意事項 

会計年度任用職員の６月期末手当に係る源泉

所得税及び復興特別所得税について、納付期限

を誤ったことにより不納付加算税を支出してい

た事例が認められた。 

 

措置状況 

納付期限を翌月と誤認したことにより納付遅

延が発生したことから、不納付加算税の納税告

知を受けた。令和２年１０月１６日に予算令達

を受け、令和２年１０月２２日に竹田税務署へ

の納税を完了した。今後は、税金等に関する法

令を十分に再確認し、複数職員によるチェック

体制を徹底し再発防止に努める。 

九重青少年の家 令和３年10月７日 

令和３年11月９日 

注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

今後は、機会あるごとに職員に対して交通安

全について周知する。また、当該運転職員が当

日体調不良であったことが事後に判明したこと

から、職員相互で体調を観察する環境をつく

り、朝礼の際に体調不良者がいないかを確認す

る。その上で、健康状態が良くない職員には公

用車を運転させないようにする。 

歴史博物館 令和３年11月４日 

令和３年11月29日 

注意事項 

現金出納事務について、領収した現金を会計

規則に定められた期間を超えて指定金融機関等

に払い込んでいる事例が認められた。 

 



措置状況 

会計規則の解釈を誤っていたため、今後は、

会計規則等の内容を十分に理解し、複数職員で

現金出納簿などを随時チェックするとともに、

月末の払込みを失念しないようパソコンのスケ

ジュールシステムでの管理を行う。 

国東高等学校 令和３年11月17日 

令和３年12月14日 

注意事項 

対外運動競技等引率指導業務手当について、

対象業務に従事したにもかかわらず、支給が漏

れている事例が認められた。 

 

措置状況 

支給対象業務であることを確認し、追給処理

をした。特殊勤務手当支給マニュアルの改訂を

了知せず、支給対象外と認識していたために発

生したことから、今後は、最新の規定等を逐一

整備し、毎月の支給対象の確認を行うこととし

た。 

別府鶴見丘高等学

校 

令和３年11月30日 

令和４年１月６日 

注意事項 

行政財産の貸付料について、調定が遅延した

ために会計規則に定める納期限までに徴収して

いない事例が認められた。 

 

措置状況 

担当者が新任であり、事務引継ぎが不十分で

あったことが原因であるため、今後は、十分な

引継ぎを行うとともに年間の事務スケジュール

を事務室全員で共有することにより相互チェッ

クを行うことで再発防止に努める。 

大分南高等学校 令和３年10月29日 注意事項 

毒劇物の管理について、長期間にわたり使用

簿に所属長の確認印（署名）がされていない事

例が認められた。 

 

措置状況 

監査後に速やかに使用簿の整備を行った。今

後は、年度当初の繰越確認、学期ごとの定期点

検、実験での薬品使用ごとに速やかに決裁をと

るよう関係職員に周知した。 

大分西高等学校 令和３年11月２日 注意事項 

郵便切手の管理について、長期間にわたり受



払簿に出納員及び所属長の署名等が行われてい

ない事例が認められた。 

 

措置状況 

押印見直し後の取扱いで、署名も不要になっ

たと誤認していたため、適正な取扱いを再確認

し、会計規則に則った整理を直ちに行った。今

後は、規則改正等の内容を正確に把握し、事務

室内での共有を行い適正に事務を執行するよう

務める。 

爽風館高等学校 令和３年12月６日 

令和４年１月12日 

注意事項 

定時制・通信制課程修学奨励金について、高

等学校定時制課程及び通信制課程修学奨励金貸

与条例施行規則で毎月交付するものと定めてい

るが、令和２年４月から翌年３月の１２か月分

を年度末の３月に一括して交付している事例が

認められた。 

 

措置状況 

 令和３年度は、本課からの令和３年８月１９

日付け貸与決定通知後直ちに８月分までを一括

して交付し、９月分以降は毎月交付した。今後

は、施行規則に沿って適正に事務執行する。 

佐伯豊南高等学校 令和３年11月11日 

令和３年12月20日 

注意事項 

旧佐伯豊南高校の電気契約について、校舎等

の売却により電気使用量が減少したにもかかわ

らず、電気契約の見直しを行わなかった結果、

最も経済的な契約になっていない事例が認めら

れた。 

 

措置状況 

電気使用量に応じた電気契約に変更し、電気

料を低減させた。今後は、複数の職員で適切な

契約となっているか確認する。 

宇佐高等学校 令和３年９月30日 注意事項 

タブレット端末を紛失したことにより、県に

損害を生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

 タブレット端末を紛失した職員に対して厳重

に注意するとともに、全職員に対して職員会議

時に情報共有し注意喚起した。また、再発防止



策として、タブレット端末の持出しは必要最小

限とし、やむを得ず持ち出す際には、引続きタ

ブレット端末利用ガイドラインに基づいて「情

報資産持出管理簿」に記入の上、適宜、所持の

確認を行うよう周知徹底した。 

佐伯支援学校 令和３年11月９日 

令和４年１月13日 

注意事項 

スクールバス運行業務委託について、契約で

は交通事故等による損害が受託人の責による場

合は、学校が損害の賠償の請求をするものとす

るとされているが、学校が修理費を支出し、賠

償の請求をしていなかった事例が認められた。 

 

措置状況 

 運行に支障が出ないように修理を急いだた

め、費用負担についての確認が不十分であっ

た。公費支出分は、修理事業者から返納を受

け、改めて受託人が修理事業者に修理代を支払

った。今後は、契約内容を十分に確認し、適切

な事務執行を行う。 

大分豊府中学校 令和３年10月29日 注意事項 

デジタル教科書の購入契約に係る契約保証金

について、納付させるべきところを免除してい

る事例が認められた。 

 

措置状況 

 デジタル教科書はライセンスを購入すること

で取得できることから、物品が即納されるもの

と同じと誤認し契約保証金を免除した。 

 今後は、契約するすべての事案について、契

約事務規則に則った契約であるかを慎重に確認

し、職員間で情報共有を行うとともに少しでも

疑義がある場合には契約所管部署に確認した上

で契約事務を行うことを徹底する。 

（警察本部） 

警察学校 令和３年11月15日 注意事項 

扶養手当について、年に一度の現況確認にお

いて扶養親族の収入の確認が不十分なため基準

額以上の収入があった月分の手当を支給してい

る事例が認められた。 

 

措置状況 



対象者の収入について再確認を行い、支給す

べきでなかった３か月分の手当の返納処理を行

った。 

今後は、年に一度の現況確認をより厳格に行

い、特に、月々の収入に変動がある扶養親族に

ついては、扶養対象外となった後の１年間の収

入状況の確認を複数人で行うこととし、対象者

が異動する場合は、異動先への引継ぎを確実に

行う。 

大分南警察署 令和３年11月18日 注意事項① 

パソコン（リース物品）を損傷させたことに

より、県に損害を生じさせた事例が認められ

た。 

 

措置状況① 

本件事案発生後、発生の原因や防止対策等に

ついて、幹部会議において情報共有の上、定例

会時に署員に対し、パソコンの開閉は両手で丁

寧に行うこと、物の落下による損傷を防止する

ためパソコン周辺の整理整頓を行うことなどパ

ソコンを取扱う際の注意事項などについて具体

的に周知・指示を行い、再発防止の徹底を図っ

た。 

今後も引続き、定例会等の機会を通じて、物

品の適正管理や精密機器を取り扱う際の基本事

項などについて繰返し指導・教育を行うことに

より、損傷事案防止に努める。 

 

注意事項② 

防弾面を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況② 

本件事案発生後、幹部会議や定例会におい

て、署員に対し、本件を事例とした物品損傷の

危険性、物品の性質の応じた適正な保管方法、

損傷により県に与える損害等についての周知・

指示を行った。また、防弾面を管理する地域課

職員に対しては、自身の身を護るために必要な

装備資機材であることを再認識し、常に点検・

整備を行い、常時使用可能な状態を維持するよ

う指導し、再発防止の徹底を図った。 



今後も引続き、物品の適正管理・取扱いにつ

いて繰返し周知・指示を行うことにより、損傷

事案防止に努める。 

別府警察署 令和３年12月14日 

令和４年１月25日 

注意事項 

原動機付自転車を損傷させたことにより、県

に損害を生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

本件事案発生後、原動機付自転車を損傷させ

た署員に対する面接指導を実施するとともに、

発生要因及び再発防止策について幹部会議で情

報共有した。また、全署員に対し、事故の発生

要因及び注意事項を含め、公用車事故防止の周

知・指導を実施した。 

今後も引続き、朝礼や定例会等を通じて、交

通事故防止の教育を反復継続して実施するほ

か、署外活動出発時に上司等が声かけを行うな

ど、署員の交通事故防止に取り組んでいく。 

杵築日出警察署 令和３年12月22日 

令和４年１月24日 

注意事項 

デジタルカメラを損傷させたことにより、県

に損害を生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

本件事案発生後、定例会等の機会を通じて署

員に対し物品の適切な管理について指示した。

また、現場に持ち出す際には状況に応じた物品

の適切な取扱いについて、課長又は当直主任か

ら注意を促すこととした。  

今後も引続き、物品の適正管理と損傷事案の

防止について、繰返し指導、教育に取り組む。 

宇佐警察署 令和３年10月15日 注意事項 

パソコン（リース物品）を損傷させたことに

より、県に損害を生じさせた事例が認められ

た。 

 

措置状況 

本件事案発生後、幹部会議において事故の情

報共有を行い、朝礼や定例会時に署員に対し

て、パソコンを使用する場合の基本的な注意点

などを周知し、具体的な再発防止策の指示の徹

底を図るとともに、物品の適正管理についての



指導を実施した。 

今後も引続き、物品の適正管理のための指導

を適宜継続的に実施し、同種事故の再発防止に

努める。 

佐伯警察署 令和３年11月15日 注意事項 

公用車を損傷させたことにより、県に損害を

生じさせた事例が認められた。 

 

措置状況 

本件事案発生後、事故を起こした署員に対す

る面接指導を実施するとともに、全署員に対

し、事故の発生要因及び注意事項を含め、公用

車事故防止の指示・指導を実施した。 

今後も引続き、朝礼や定例会等を通じて、交

通事故防止の指導を反復・継続して実施するほ

か、安全運転訓練・指導を行い、署員の交通安

全意識の高揚に取り組む。 

 

 


